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自然災害の科学教室
ー「ナダレンジャー 」 でなだれはガッテン(2) -
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同時にスター ト した粒径 2mmの発砲スチロー ル粒子の






























































が ト ップスピー ドになって頭と尻尾を
持つようになる過程は生命の誕生と成
長を模擬しているようにもみえます。
前方の自然積雪を取り込みながら進む
なだれにとって、取り込む雪はより長
く生き続けるための食料に他なりませ
ん。食物がなければ、頭は排泄をしな
がらやがて消滅することになります。
その意味で、
なだれの発生
から消滅に至
る過程は生命
の誕生から成
長、老化、死に
「積雪がご飯で、尻尾はウンチ？」
なだれは生き物
至るまでを模擬していることにもなり
ます。実際のなだれでは、斜面が短すぎ
て頭を持つ一 人前のなだれになる前に
静止して死んでしまうものもあります。
次回は、ナダレンジャー を縦向きに
置くと、地震のときの地盤液状化現象
の実験ができることを紹介します。
（問い合わせ先：極域水循環モデルチー
納口恭明）
